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平
成
二
十
三
年
度
年
史
企
画
展

「
目
を
は
な
す
な　

手
を
は
な
せ
―
久
井
忠
雄
没
後
二
〇
年
記
念
展
」の
記
録

年
史
編
纂
室

一　

展
示
の
主
旨
と
開
催
期
間
に
つ
い
て

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
学
校
法
人
関
西
大
学
の
評
議
員

に
選
出
さ
れ
る
と
同
時
に
専
務
理
事
に
就
任
し
、
平
成
三
年
（
一

九
九
一
）
に
現
役
の
理
事
長
と
し
て
他
界
す
る
ま
で
、
関
西
大
学

の
舵
取
り
に
全
力
を
傾
け
た
久
井
忠
雄
が
亡
く
な
っ
て
二
〇
年
に

な
る
の
を
記
念
し
て
、
年
史
資
料
展
示
室
で
は
、
平
成
二
十
三
年

度
の
企
画
展
と
し
て
「
目
を
は
な
す
な　

手
を
は
な
せ
―
久
井

忠
雄
没
後
二
〇
年
記
念
展
」
を
開
催
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
一
日
か
ら
翌
平
成
二
十
四

年
三
月
末
日
ま
で
の
開
催
期
間
中
、
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
大
学
が

定
め
る
休
日
は
閉
館
し
た
が
、
校
友
会
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
や
教
育
後
援
会
総
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
行

事
開
催
日
に
は
開
館
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
、

そ
れ
ま
で
閉
館
し
て
い
た
土
曜
日
も
開
館
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
年
史
資
料
展
示
室
の
あ
る
簡
文
館
で
耐
震
補
強
工
事

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
急
遽
決
ま
っ
た
の
で
、
七
月
一
日
か
ら
九
月

末
日
ま
で
は
休
館
し
た
。
そ
の
た
め
、
八
月
に
二
回
、
九
月
に
一

回
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
公
開
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
展
示
品
は
す
べ
て
収
蔵
庫
に
収
納
す
る
と

と
も
に
、
事
務
室
も
教
育
会
館
別
館
に
移
転
し
て
業
務
を
続
け
た
。

　

耐
震
補
強
工
事
終
了
後
、
展
示
品
を
元
に
戻
す
作
業
を
行
い
、

十
月
十
一
日
に
再
開
館
し
た
の
で
、
十
一
月
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
年
史
資
料
展
示
室
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
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き
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
一
月
六
日
か

ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
年
史
編
纂
室
及
び
廊
下
の
壁
面
ク
ラ
ッ
ク

補
修
工
事
が
行
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
期
間
も
年
史
資
料
展
示
室
を

休
館
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
展
示
の
構
成
・
内
容
な
ど
を
振
り
返
り
、
の
ち
の
記
録

と
し
た
い
。

二　

久
井
忠
雄
に
つ
い
て

　

久
井
忠
雄
の
経
歴
お
よ
び
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
展
示
パ
ネ

ル
「
ご
あ
い
さ
つ
」
の
中
で
次
の
と
お
り
紹
介
し
た
。

　
「
久
井
忠
雄
（
一
九
〇
五
〜
一
九
九
一
）
は
、
大
正
九
年
（
一
九

二
〇
）
に
現
在
の
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
関
西

甲
種
商
業
学
校
に
入
学
し
、
関
西
大
学
法
文
学
部
在
学
中
に
は
高

等
文
官
試
験
の
司
法
科
試
験
と
行
政
科
試
験
の
い
ず
れ
に
も
合
格

し
た
人
物
で
す
。
大
学
卒
業
後
は
内
務
省
官
僚
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
学
校
法
人
関
西
大
学
の

評
議
員
に
選
出
さ
れ
る
と
同
時
に
専
務
理
事
に
就
任
。
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）
に
現
役
の
理
事
長
と
し
て
他
界
す
る
ま
で
、
関
西
大

学
の
舵
取
り
に
全
力
を
傾
け
ま
し
た
。

　

積
極
経
営
を
推
進
し
た
久
井
忠
雄
は
、
法
文
学
舎
な
ど
の
施
設

充
実
を
主
と
す
る
第
一
次
五
カ
年
計
画
を
完
結
し
た
り
、
名
神
高

速
道
路
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
り
、
さ
ら
に
は
将
来
を
見
越

し
た
工
学
部
や
社
会
学
部
の
創
設
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
校
地
の
取

得
な
ど
を
行
い
、
関
西
大
学
の
発
展
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
行
動
力
は
私
学
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
に
も
注
が

ごあいさつ
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れ
、
私
立
大
学
全
体
の
発
展
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

久
井
忠
雄
の
手
腕
ぶ
り
を
今
に
伝
わ
る
事
跡
の
中
で
探
せ
ば
、
枚

挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
流
行
し
て
い
る
事
柄
や
こ
と
ば
な
ど
を
織
り
交
ぜ
た
ス

ピ
ー
チ
は
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
、
魅
了
し
ま
し
た
。
特
に
親

子
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
家
庭
こ
そ
が
そ
の
礎
と
い
う
考

え
に
基
づ
き
『
目
を
は
な
す
な　

手
を
は
な
せ
』
と
い
う
言
葉
で

端
的
に
表
わ
し
ま
し
た
。」

　

ち
な
み
に
、
今
回
、
企
画
展
の
タ
イ
ト
ル
は
、
こ
の
久
井
忠
雄

語
録
に
よ
っ
て
い
る
。

三　

展
示
の
内
容

　

企
画
展
示
室
で
は
、
主
と
し
て
現
物
資
料
を
展
示
す
る
た
め
の

大
型
ケ
ー
ス
一
基
と
写
真
パ
ネ
ル
用
の
展
示
台
を
設
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
壁
面
を
利
用
し
て
数
点
の
解
説
パ
ネ
ル
を
掲
げ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

壁
面
解
説
パ
ネ
ル

　

企
画
展
示
室
を
入
る
と
、「
ご
あ
い
さ
つ
」
の
横
に
大
型
パ
ネ
ル

一
枚
を
掲
げ
、
さ
ら
に
、
大
型
展
示
ケ
ー
ス
を
挟
ん
で
、
壁
面
に

中
型
パ
ネ
ル
二
枚
を
設
置
し
た
。

　

大
型
パ
ネ
ル
に
は
「
久
井
忠
雄
の
関
西
大
学
へ
の
貢
献
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
、
さ
ら
に
五
つ
の
項
目
に
分
け
た
上
で
写
真

を
入
れ
、
久
井
忠
雄
が
果
た
し
た
功
績
を
解
説
し
、
あ
わ
せ
て
略

年
表
も
付
け
た
。

大
型
パ
ネ
ル
「
久
井
忠
雄
の
関
西
大
学
へ
の
貢
献
」

　
﹇
解
説
﹈

　

一
、
積
極
経
営

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
専
務
理
事
に
就
任
し
た
久

井
は
、
白
川
朋
吉
理
事
長
の
も
と
で
積
極
財
政
経
営
を
旗
印

に
、
就
業
規
則
の
全
面
的
な
改
定
や
給
与
規
定
の
作
成
、
教

員
対
象
の
海
外
留
学
制
度
、
学
内
年
金
制
度
の
整
備
な
ど
を

行
い
、
時
代
を
先
取
り
し
た
制
度
構
築
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ

た
。

　

本
学
は
戦
前
の
緊
縮
財
政
で
莫
大
な
積
立
金
を
残
し
た
が
、

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
で
紙
く
ず
同
然
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
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の
教
訓
か
ら
「
貯
金
で
失
敗
し
た
の
だ
か
ら
、
今
度
は
借
金

を
し
て
先
手
を
打
と
う
」
が
当
時
の
合
言
葉
と
な
っ
た
。
こ

う
し
て
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）、
創
立
七
〇
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
法
文
学
舎
の
大
改
築
を
皮
切
り
に
、

久
井
は
次
々
と
学
舎
の
増
改
築
を
断
行
し
た
。

　

二
、
波
乱

　

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
名
神
高
速
道
路
の
建
設
に

あ
た
り
、
日
本
道
路
公
団
は
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
横
断
さ

せ
る
計
画
を
立
て
た
。
大
学
で
は
理
事
会
、
校
友
、
学
友
会

が
一
丸
と
な
っ
て
反
対
を
続
け
た
。
久
井
も
校
友
の
国
会
議

員
な
ど
に
働
き
か
け
、
計
画
を
中
止
す
る
よ
う
協
力
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
陳
情
に
奔
走
し
た
。

　

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
六
月
十
六
日
、
紆
余
曲
折

は
あ
っ
た
も
の
の
、
半
ト
ン
ネ
ル
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で

キ
ャ
ン
パ
ス
内
通
過
を
認
め
、
公
団
、
関
西
大
学
、
建
設
省

の
三
者
は
覚
書
に
調
印
し
た
。

　

久
井
に
と
っ
て
、
こ
の
問
題
は
厳
し
い
体
験
で
あ
っ
た
。

自
ら
が
官
僚
と
し
て
前
半
生
を
過
ご
し
て
き
た
だ
け
に
、
国

の
計
画
を
完
全
に
覆
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
当
事
者
が
話

大型パネル「久井忠雄の関西大学への貢献」
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し
合
い
、
歩
み
寄
る
し
か
方
法
が
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い

た
。
結
果
は
久
井
が
予
想
し
た
と
お
り
に
な
っ
た
が
、
こ
の

問
題
に
対
す
る
校
友
や
学
生
の
反
応
は
久
井
の
予
測
を
超
え

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
久
井
に
改
め
て
大
学
経

営
の
難
し
さ
、
複
雑
さ
を
痛
感
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
写
真
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
り
抜
け
る
名
神
高
速
道
路

　

三
、
総
合
大
学
へ
の
飛
躍

　

・
工
学
部
創
設

　

総
合
大
学
へ
の
道
を
模
索
し
て
い
た
本
学
で
は
、
医
学
部

と
工
学
部
い
ず
れ
を
設
置
す
る
か
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
夏
、
久
井
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
財
団
の
招
聘
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
に
参
加
し
た
。

そ
の
旅
行
で
知
り
合
っ
た
他
大
学
の
参
加
者
か
ら
、
久
井
は

工
学
部
設
置
に
つ
い
て
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
た
。
帰

国
後
、
学
長
の
岩
崎
卯
一
や
工
学
部
設
置
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

役
を
務
め
る
太
田
雞
一
教
授
（
の
ち
工
学
部
長
）
ら
と
協
議

し
た
際
、
そ
う
し
た
経
験
が
役
に
立
っ
た
。

　

設
置
が
決
定
し
た
工
学
部
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五

七
）
九
月
二
十
七
日
に
文
部
省
へ
申
請
が
な
さ
れ
、
翌
年
四

月
か
ら
天
六
学
舎
で
機
械
、
電
気
、
化
学
、
金
属
の
四
学
科

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
技
術
革
新
」
の
時
代
的
風
潮
の
も
と
、
政
府
は
昭
和
三
十

一
年
度
（
一
九
五
六
）
か
ら
私
立
大
学
へ
の
理
科
系
教
育
設

備
補
助
金
を
創
設
し
、
昭
和
三
十
三
年
度
（
一
九
五
八
）
か

ら
は
新
設
の
場
合
、
補
助
率
を
三
分
の
二
に
引
き
上
げ
た
が
、

本
学
工
学
部
は
こ
の
適
用
第
一
号
と
な
っ
た
。

【
写
真
】
ア
メ
リ
カ
視
察
団
の
一
行

　

・
社
会
学
部
の
開
設

　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
発
足
し
た
文
学
部
新
聞

学
科
は
当
初
、
第
一
部
・
第
二
部
あ
わ
せ
て
も
学
生
数
は
四

十
八
人
に
し
か
満
た
な
か
っ
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九

五
六
）
に
は
七
百
三
十
五
人
に
増
加
し
、
文
学
部
の
中
で
最

大
の
学
科
に
成
長
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
も
反
映
し
て
、

情
報
科
学
時
代
に
対
応
す
る
新
学
部
の
設
置
が
強
く
望
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

既
存
学
部
か
ら
の
反
対
な
ど
で
、
久
井
を
は
じ
め
、
理
事
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会
は
調
整
に
苦
労
し
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

八
月
九
日
、
社
会
学
部
の
開
設
を
正
式
に
決
議
し
、
九
月
二

十
九
日
、
設
置
認
可
申
請
書
が
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
。

　

本
学
六
番
目
の
学
部
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
（
一
八
六
七
）

四
月
に
誕
生
し
た
社
会
学
部
は
社
会
学
専
攻
、
マ
ス
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
、
産
業
社
会
学
専
攻
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
に
産
業
心
理

学
専
攻
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
本
学
は
、
以
前
よ
り
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き

な
総
合
大
学
に
成
長
し
た
。
こ
の
飛
躍
は
高
度
成
長
の
追
い

風
に
も
よ
る
が
、
久
井
の
鮮
や
か
な
舵
取
り
の
功
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

【
写
真
】
完
成
間
も
な
い
社
会
学
部
学
舎

　

四
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

　

久
井
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
八
年
前
の
昭
和
五
十

三
年
（
一
九
七
八
）
九
月
二
十
七
日
に
「
創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
準
備
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
記
念
事
業
の
骨

子
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
十
一
月
二
十
九
日
発

行
の
「
関
西
大
学
通
信
一
三
二
号
」
で
発
表
さ
れ
た
が
、
久

井
は
記
念
事
業
募
金
を
組
織
的
に
推
進
さ
せ
る
た
め
、
総
括

責
任
者
と
し
て
募
金
委
員
長
に
就
任
し
、
陣
頭
指
揮
に
当
た

っ
た
。

　

そ
の
募
金
を
も
と
に
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
十

一
月
二
日
、
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
一
〇
〇

周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
①
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
の
建

設　

②
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
高
岳
館
」

の
建
設　

③
国
際
交
流
基
金
、
学
術
研
究
助
成
基
金
、
教
育

助
成
基
金
の
設
定　

④
記
念
刊
行
物
（『
関
西
大
学
百
年
史
』

な
ど
）
の
出
版
と
「
内
藤
文
庫
」
の
設
置
等　

⑤
記
念
行
事

（
日
・
印
共
同
学
術
調
査
）
な
ど
が
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。

　

募
金
活
動
お
よ
び
記
念
事
業
を
成
功
に
導
い
た
の
は
、
久

井
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
努
力
に
加
え
、
校
友
会
や
教

育
後
援
会
・
千
寿
会
な
ど
、
オ
ー
ル
関
大
の
熱
烈
な
支
援
が

も
た
ら
し
た
成
果
で
あ
っ
た
。

【
写
真
】
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
地
鎮
祭
で
鍬
入
れ
を
す
る
久
井

【
写
真
】
日
印
学
術
調
査
第
二
次
調
査
壮
行
会
で
挨
拶
を
述
べ
る
久
井
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五
、
新
し
い
世
紀
へ
向
け
て
の
将
来
構
想

　

久
井
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
前
か
ら
、
本
学
が
新
し
い

世
紀
を
迎
え
た
あ
と
の
将
来
構
想
を
練
っ
て
い
た
。

　

そ
の
構
想
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
十
一
月
に

具
体
的
な
形
と
な
っ
て
現
れ
た
。
千
里
山
、
天
六
に
次
ぐ
第

三
の
校
地
と
し
て
、
高
槻
市
が
「
北
摂
学
術
研
究
都
市
」
構

想
を
推
進
し
て
い
る
地
域
の
一
画
（
四
十
四
・
八
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
を
買
収
す
る
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭

和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月
三
十
日
に
新
校
地
の
造
成

工
事
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月

二
十
五
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　

久
井
の
時
代
を
先
取
り
す
る
大
学
経
営
手
腕
は
、
高
槻
校

地
の
取
得
で
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。

【
写
真
】
高
槻
校
地
造
成
工
事
竣
工
式

　

六
、
略
年
表

　

展
示
ケ
ー
ス
を
挟
ん
で
掲
げ
た
壁
面
の
中
型
パ
ネ
ル
二
枚
で
は
、

教
育
に
か
け
る
久
井
の
情
熱
と
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
細
や
か
な
心

遣
い
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

中
型
パ
ネ
ル
「
大
学
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
『
心
の
か
け
橋
』」

　
﹇
解
説
﹈

　

今
や
他
大
学
が
注
目
す
る
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
と
な
っ

た
関
西
大
学
教
育
後
援
会
。
そ
の
歴
史
は
昭
和
二
十
二
年
（
一

九
四
七
）
六
月
に
ま
で
遡
る
。
戦
争
で
荒
廃
し
た
学
園
の
復
興

を
支
援
す
る
在
学
生
の
父
母
の
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　

大
学
の
復
興
期
に
は
数
多
く
の
施
設
を
寄
贈
し
、
大
学
だ
け

中型パネル「大学と家庭をつなぐ『心のかけ橋』」
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で
は
手
が
回
ら
な
い
施
設
や
設
備
の
整
備
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、

周
年
の
記
念
事
業
で
は
基
金
を
募
集
し
て
大
学
に
寄
付
を
し
て

き
た
。

　

す
で
に
六
十
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
教
育
後
援
会
の
活
動
は
、

今
な
お
広
が
り
を
見
せ
る
が
、
そ
う
な
っ
た
背
景
に
は
長
年
、

実
務
の
中
心
に
あ
っ
た
森
本
靖
一
郎
幹
事
長
（
の
ち
関
西
大
学

理
事
長
）
と
、
理
事
長
と
し
て
の
久
井
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。

　

教
育
と
い
う
仕
事
は
、
学
校
と
親
と
が
し
っ
か
り
手
を
結
び

あ
っ
て
こ
そ
実
が
あ
が
る
。
教
育
後
援
会
は
、
そ
の
た
め
の
「
心

の
か
け
橋
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
久
井
の
信
念

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
久
井
は
教
育
後
援
会
総
会
だ
け
で
な
く
、
地
方

教
育
懇
談
会
に
も
必
ず
出
席
し
、
親
た
ち
に
向
か
っ
て
家
庭
教

育
の
大
切
さ
、
親
子
の
対
話
の
重
要
性
を
説
い
た
。
と
き
に
は

親
を
叱
り
、
励
ま
し
、
ま
た
あ
る
と
き
は
親
と
と
も
に
哀
し
ん

だ
。

　

家
庭
で
の
親
子
の
関
係
の
あ
り
方
を
端
的
に
表
現
し
た
「
目

を
は
な
す
な
、
手
を
は
な
せ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

自
ら
四
男
二
女
の
父
親
で
あ
る
経
験
や
心
情
に
基
づ
い
た
究
極

の
教
育
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

【
写
真
】
教
育
後
援
会
で
挨
拶
す
る
久
井
理
事
長

【
写
真
】
全
国
か
ら
の
参
加
者
で
体
育
館
が
満
員
と
な
っ
た
教
育
後

援
会
総
会

中
型
パ
ネ
ル
「
か
ま
ぼ
こ
定
期
便
」

　
﹇
解
説
﹈

　

か
ま
ぼ
こ
定
期
便
と
は
、
久
井
が
毎
年
暮
れ
に
全
職
員
へ
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
か
ま
ぼ
こ
に
由
来
す
る
。
久
井
が
専
務
理
事
に

就
任
し
た
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
か
ら
始
め
ら
れ
、
理

事
長
と
な
っ
た
の
ち
も
続
け
ら
れ
た
暮
れ
の
「
風
物
詩
」
で
あ

っ
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
か
ら
は
「
挨
拶
状
」
も
添
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、「
ご
令
室
様
」
宛
の
書
状
に
は
、
毎
年
表
現
は
異
な

る
が
、
概
ね
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
文
面
が
綴
ら
れ
た
。

　

―
恒
例
に
よ
り
ま
し
て
「
僅
少
且
粗
品
」
な
る
蒲
鉾
を
、

ご
贈
呈
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
笑
納
下
さ
い
。

　

私
が
あ
な
た
様
に
お
納
め
願
う
蒲
鉾
は
、
一
カ
年
間
ご
苦
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労
を
お
か
け
し
た
、
あ
な
た
様
へ
の
文
字
通
り
の
微
か
な
る

感
謝
の
気
持
で
あ
り
、
か
た
が
た
私
が
、
今
は
亡
き
両
親
の

あ
り
が
た
さ
を
忘
れ
ま
い
と
す
る
、
私
へ
の
自
戒
で
あ
り
ま

す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
が
昭
和

六
年
本
学
を
卒
業
後
入
省
し
、
群
馬
県
桐
生
警
察
署
長
と
な

っ
た
時
点
以
後
、
両
親
は
子
で
あ
る
私
を
思
う
情
か
ら
、
毎

年
末
蒲
鉾
を
、
私
が
ご
厄
介
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
、
ご
贈

呈
申
し
上
げ
、
昭
和
二
十
年
、
私
が
新
潟
県
警
察
部
長
で
退

職
す
る
時
ま
で
、
続
け
て
く
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
気
持
だ
け
を
お
く
み
と
り
下
さ
い
。

 

…
…
（
昭
和
四
十
四
年
の
挨
拶
文
か
ら
）

　

か
ま
ぼ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
「
挨
拶
状
」
は
、
久
井
が
年
に
一

回
、
大
学
の
職
員
に
送
る
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、

同
時
に
、
亡
き
両
親
に
対
し
て
感
謝
と
供
養
の
想
い
を
込
め
て

綴
っ
た
追
慕
の
礼
状
で
も
あ
っ
た
。

【
写
真
】
か
ま
ぼ
こ

写
真
パ
ネ
ル
展
示

　

企
画
展
示
室
中
央
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
台
で
は
十
八
枚
の
小
型

写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。
耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、
展
示
台
に

手
を
加
え
た
た
め
、
下
半
期
の
展
示
パ
ネ
ル
は
十
六
枚
に
な
っ
た
。

大
き
く
「
幼
少
お
よ
び
青
年
期
」、「
エ
リ
ー
ト
官
僚
と
し
て
」「
転

機
」「
大
学
経
営
の
ト
ッ
プ
と
し
て
」
の
四
つ
に
区
分
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
解
説
付
き
小
型
写
真
パ
ネ
ル
を
配
し
た
。

中型パネル「かまぼこ定期便」
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「
幼
少
お
よ
び
青
年
期
」（
パ
ネ
ル
四
点
）

　

パ
ネ
ル
1
「
浜
っ
子
育
ち
」

　
﹇
解
説
﹈

　

久
井
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
二
月
二
十
一
日
、

父
治
三
郎
、
母
リ
コ
の
長
男
と
し
て
大
阪
府
泉
南
郡
岸
和
田
浜

町
（
現
在
、
岸
和
田
市
大
手
町
）
で
生
ま
れ
た
。
姉
一
人
、
弟

二
人
の
四
人
姉
弟
で
あ
っ
た
。
浜
町
は
海
に
面
し
た
漁
師
町
で
、

生
家
は
蒲
鉾
製
造
業
を
営
ん
で
い
た
。
久
井
は
浜
辺
で
網
曳
き

を
手
伝
っ
た
り
、
投
げ
釣
り
の
遠
投
を
競
っ
た
り
し
て
活
発
な

少
年
期
を
過
ご
し
た
。

【
写
真
】
生
家
付
近

【
写
真
】
幼
少
の
こ
ろ
（
祖
母
と
姉
）

　

パ
ネ
ル
2
「
関
西
甲
種
商
業
高
校
に
学
ん
で
」

　
﹇
解
説
﹈

　

久
井
が
十
一
歳
の
と
き
、
父
親
が
大
阪
市
南
区
の
木
津
市
場

に
店
を
構
え
た
の
で
、
市
内
の
木
津
第
一
尋
常
小
学
校
に
転
校

し
た
。
そ
の
後
、
関
西
甲
種
商
業
学
校
に
進
学
し
た
久
井
は
、

同
級
生
よ
り
二
歳
年
上
で
体
格
も
大
き
か
っ
た
た
め
、
ク
ラ
ス

選
挙
で
級
長
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
関
甲
時
代
に
は
林
弘
高
（
元

吉
本
興
業
社
長
）
や
田
中
久
雄
（
元
防
衛
政
務
次
官
）、
辰
巳
柳

太
郎
（
の
ち
新
国
劇
の
名
優
）
と
い
う
生
涯
の
友
人
を
得
た
。

【
写
真
】
福
島
学
舎

【
写
真
】
関
西
甲
種
商
業
学
校
時
代

　

パ
ネ
ル
3
「
相
撲
好
き
」

　
﹇
解
説
﹈

　

関
西
甲
種
商
業
学
校
時
代
か
ら
始
め
た
相
撲
を
続
け
る
た
め
、

予
科
で
も
相
撲
部
に
入
部
し
た
。
相
撲
部
が
黄
金
時
代
を
迎
え

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
久
井
は
残
念
な
が
ら
選
手
に
は
な
れ
な

か
っ
た
。
学
生
時
代
に
は
、
相
撲
の
ほ
か
、
柔
道
や
砲
丸
投
げ

 小型パネル「浜っ子育ち」
「関西甲種商業高校に学んで」
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な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

【
写
真
】
相
撲
部
時
代
（
後
列
左
か
ら
二
人
目
）

　

パ
ネ
ル
4
「
弁
護
士
を
め
ざ
し
て
」

　
﹇
解
説
﹈

　

久
井
は
弁
護
士
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）
四
月
、
関
西
大
学
予
科
か
ら
法
文
学
部
法
律
学
科
に

進
学
し
た
。
在
学
中
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
通
い
詰
め
、

二
年
生
で
高
等
試
験
司
法
科
、
三
年
生
で
同
行
政
科
に
合
格
し

た
。
そ
う
し
た
偉
業
を
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
友
人
た
ち

が
開
催
し
た
「
久
井
の
高
文
合
格
を
祝
う
会
」
で
泥
酔
し
、
翌

日
の
最
終
試
験
を
受
験
で
き
ず
、
追
試
験
に
よ
る
時
期
遅
れ
の

卒
業
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
る
。

【
写
真
】
大
学
予
科
校
舎

【
写
真
】
関
西
大
学
時
代

「
エ
リ
ー
ト
官
僚
と
し
て
」（
パ
ネ
ル
五
点
）

　

パ
ネ
ル
1
「
警
察
官
僚
と
し
て
」

　
﹇
解
説
﹈

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
四
月
、
内
務
省
に
採
用
さ
れ
た
久

井
は
、
翌
年
五
月
、
早
速
地
方
に
転
属
し
た
。
異
動
先
は
群
馬

県
、
所
属
は
内
務
部
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
警
察
部
に
転

じ
、
以
後
、
久
井
は
主
と
し
て
警
察
畑
で
官
僚
と
し
て
の
経
験

を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
昭
和
九
年
（
一
九

三
四
）
十
一
月
、
天
皇
が
乗
る
車
（
鹵ろ

簿ぼ

）
の
先
導
を
間
違
え

大
問
題
に
発
展
す
る
と
い
う
「
鹵
簿
誤
導
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。

久
井
は
直
接
の
責
任
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
教
訓

を
自
ら
の
戒
め
と
す
る
た
め
、
終
生
剃
髪
で
過
ご
し
た
。
久
井

の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
件
で
あ
っ
た
。

【
写
真
】
群
馬
県
警
察
時
代
（
左
か
ら
五
人
目
）

 小型パネル「相撲好き」
「弁護士をめさして」
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パ
ネ
ル
2
「
島
根
県
社
寺
兵
事
課
長
」

　
﹇
解
説
﹈

　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
に
内
務
省
を
退
官
す
る

ま
で
、
十
五
年
間
に
及
ぶ
官
僚
生
活
の
大
半
を
久
井
は
警
察
官

僚
と
し
て
送
っ
た
が
、
一
時
期
、
島
根
県
官
房
主
事
兼
人
事
課

長
兼
社
寺
兵
事
課
長
を
務
め
た
。
官
房
主
事
と
は
知
事
に
直
属

す
る
官
房
の
長
で
あ
り
、
ま
た
社
寺
兵
事
課
長
と
は
、
県
内
の

主
要
神
社
に
勅
使
と
し
て
参
向
す
る
な
ど
、
神
社
の
祭
事
と
深

い
つ
な
が
り
を
持
つ
役
職
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
島
根
県
で
は

「
一
県
一
社
」
と
さ
れ
る
招
魂
社
（
護
国
神
社
）
の
立
地
を
め
ぐ

っ
て
争
い
が
起
こ
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
久
井
は
「
一

県
二
社
」
案
を
作
成
し
、
内
務
省
神
社
局
に
働
き
か
け
た
。
結

果
、
数
少
な
い
例
外
措
置
と
し
て
、
島
根
県
で
は
松
江
と
浜
田

に
二
つ
の
招
魂
社
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
の
国
、

出
雲
な
ら
で
は
の
久
井
調
停
案
で
あ
っ
た
。

【
写
真
】
立
地
の
条
件
が
瓜
二
つ
の
松
江
招
魂
社
と
島
根
県
招
魂
社

　

パ
ネ
ル
3
「
内
閣
情
報
局
時
代
」

　
﹇
解
説
﹈

　

戦
況
が
厳
し
さ
を
増
す
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
一
月
、

久
井
は
内
閣
情
報
局
勤
務
と
な
り
、
終
戦
ま
で
一
年
七
カ
月
の

前
半
十
カ
月
余
り
を
出
版
課
長
、
後
半
七
カ
月
を
新
聞
課
長
、

接
点
の
一
カ
月
余
り
を
出
版
課
長
と
新
聞
課
長
を
兼
務
し
て
過

ご
し
た
。
出
版
課
長
時
代
に
は
雑
誌
の
廃
刊
問
題
に
関
わ
り
、

新
聞
課
長
時
代
に
は
、
新
聞
社
が
空
襲
に
合
っ
て
も
、
継
続
し

て
新
聞
が
発
行
で
き
る
よ
う
、
地
方
紙
と
中
央
紙
が
協
力
体
制

を
と
っ
て
非
常
事
態
に
備
え
る
と
い
う
政
策
を
推
し
進
め
た
。

久
井
は
こ
の
時
期
に
多
く
の
す
ぐ
れ
た
新
聞
人
や
出
版
関
係
者

と
面
識
を
得
た
が
、
そ
れ
は
生
涯
の
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
。

【
写
真
】
三
つ
の
紙
名
が
一
緒
に
並
ん
だ
「
新
潟
日
報
」
の
題
号

 小型パネル「警察官僚として」
「島根県社寺兵事課長」



83　関西大学年史紀要　21

　

パ
ネ
ル
4
「
転
勤
族
」

　
﹇
解
説
﹈

　

エ
リ
ー
ト
官
僚
の
常
で
あ
る
が
、
久
井
の
ポ
ス
ト
は
め
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
勤
務
先
も
短
期
間
で
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
東
京
を
皮
切
り
に
群
馬
、
島
根
、
東
京
、
福
岡
、

東
京
、
千
葉
、
東
京
、
そ
し
て
新
潟
と
、
十
五
年
間
に
九
回
も

住
所
が
変
わ
っ
た
。
長
く
て
四
年
、
短
い
と
き
は
八
カ
月
と
い

う
「
転
勤
族
」
で
あ
っ
た
。
久
井
は
、
コ
ト
夫
人
と
の
間
に
二

女
五
男
を
設
け
た
が
、
一
人
ひ
と
り
出
生
地
が
異
な
っ
て
い
た
。

転
勤
の
多
い
久
井
家
な
ら
で
は
の
特
徴
で
あ
る
。

【
写
真
】
家
族
と
と
も
に

【
写
真
】
昔
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
麹
町
区
隼
町
の
官
舎

　

パ
ネ
ル
5
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
久
井
」

　
﹇
解
説
﹈

　

久
井
は
肥
満
型
な
が
ら
運
動
神
経
は
発
達
し
て
お
り
、
テ
ニ

ス
や
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
柔
道
、
野
球
、
水
泳
な
ど
、
ひ
と
通

り
の
ス
ポ
ー
ツ
を
こ
な
し
た
。
警
衛
課
長
時
代
に
は
役
職
上
必

修
と
も
い
え
る
乗
馬
に
挑
戦
し
た
が
、
騎
馬
警
官
が
務
ま
る
ほ

ど
に
上
達
し
た
。
ま
た
、
少
年
時
代
、
岸
和
田
で
海
に
慣
れ
親

し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
水
泳
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。
家
族
で
海

水
浴
に
出
か
け
た
折
な
ど
は
、
背
中
に
子
ど
も
を
乗
せ
て
泳
い

だ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

【
写
真
】
テ
ニ
ス
を
楽
し
む

【
写
真
】
警
視
庁
警
衛
課
長
時
代
、
乗
馬
姿
の
久
井
（
右
か
ら
二
人

目
）

「
転
機
」（
パ
ネ
ル
四
点
）

　

パ
ネ
ル
1
「
内
務
省
退
官
」

　
﹇
解
説
﹈

　

敗
戦
直
後
、
久
井
は
新
潟
県
警
察
部
長
に
就
任
し
た
が
、
わ

 小型パネル「スポーツマン久井」
「内閣情報局時代」
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ず
か
一
カ
月
余
り
の
ち
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
四

日
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
職
務
罷
免
通
達
を
受
け
、
休
職
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
自
ら
退
官
す
る
翌
年
四
月
二
十
四
日
ま
で
、
公
職
か

ら
罷
免
さ
れ
た
新
潟
県
警
関
係
者
（
一
〇
二
名
）
の
再
就
職
の

斡
旋
に
尽
力
し
た
。

【
写
真
】
依
願
免
官
辞
令

【
写
真
】
新
潟
県
警
察
部
長
時
代
の
官
舎

　

パ
ネ
ル
2
「
公
私
と
も
に
転
換
期
」

　
﹇
解
説
﹈

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
二
十
五
日
、
父
治
三
郎
の

急
死
を
境
に
し
て
、
久
井
は
公
私
と
も
に
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
た
。
翌
年
十
一
月
一
日
に
久
井
は
新
潟
弁
護
士
会
に
弁
護
士

登
録
を
し
た
が
、
顧
客
が
少
な
く
、
活
動
拠
点
を
大
阪
に
移
し

た
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
旧
友
と
共
同
経
営
で
久
大
紡
績
の
社
長

を
兼
務
し
た
。
そ
の
折
、
警
察
官
僚
時
代
の
同
僚
で
久
大
紡
績

の
経
営
参
画
者
か
ら
神
戸
の
自
宅
を
譲
り
受
け
、
母
親
と
同
居

す
る
こ
と
に
し
た
。
久
井
は
そ
の
後
、
死
ぬ
ま
で
そ
こ
で
住
ま

い
し
た
。

【
写
真
】
永
住
の
地
、
神
戸
の
自
宅

　

パ
ネ
ル
3
「
専
務
理
事
に
就
任
」

　
﹇
解
説
﹈

　

戦
後
教
育
改
革
の
一
環
で
、
理
事
・
監
事
選
出
の
母
体
と
し

て
評
議
員
会
を
設
け
、
こ
れ
に
教
職
員
お
よ
び
卒
業
生
の
代
表

を
加
え
て
、
運
営
に
そ
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
私

立
学
校
法
が
施
行
さ
れ
、
本
学
の
寄
附
行
為
も
全
面
改
正
さ
れ

た
。
校
友
の
間
で
そ
の
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
久
井

は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
十
月
の
評
議
員
選
挙
で
当

選
し
、
続
く
役
員
選
挙
で
専
務
理
事
に
選
ば
れ
た
。
白
川
朋
吉

 小型パネル「内務省退官」
「公私ともに転換期」
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理
事
長
の
補
佐
役
と
し
て
母
校
経
営
の
中
枢
に
立
つ
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

【
写
真
】
評
議
員
選
挙
の
新
聞
広
告

　

パ
ネ
ル
4
「
山
上
の
垂
訓
」

　
﹇
解
説
﹈

　

専
務
理
事
に
就
任
し
て
も
、
久
井
は
中
央
政
界
へ
の
進
出
と

い
う
夢
を
捨
て
切
れ
な
か
っ
た
。
専
務
理
事
に
就
任
し
て
間
も

な
い
あ
る
日
、
元
学
長
で
、
恩
師
で
も
あ
る
岩
崎
卯
一
に
呼
び

出
さ
れ
た
。
岩
崎
は
図
書
館
前
の
高
台
で
久
井
に
、
卒
業
後
二

十
年
も
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
な
ど
は
ほ
と
ん

ど
増
え
て
い
な
い
と
説
き
、
関
西
大
学
の
立
て
直
し
を
久
井
に

願
い
出
た
。
こ
の
岩
崎
の
「
山
上
の
垂
訓
」
は
、
久
井
に
本
学

の
経
営
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

【
写
真
】
昭
和
二
十
七
年
四
月
ご
ろ
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
航
空

写
真

「
大
学
経
営
の
ト
ッ
プ
と
し
て
」（
パ
ネ
ル
五
点
）

　

パ
ネ
ル
1
「
海
外
主
要
大
学
視
察
旅
行
」

　
﹇
解
説
﹈

　

久
井
は
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
六
月
か
ら
約
二
カ
月

間
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
招
聘
で
ア
メ
リ
カ
へ
大
学
視
察

旅
行
を
し
た
。
大
学
行
政
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
受
講
し
た
の
ち
、

主
要
十
七
大
学
を
訪
問
し
た
。
こ
の
旅
行
で
は
、
知
識
だ
け
で

は
な
く
、
貴
重
な
人
脈
も
得
た
。
そ
の
多
く
は
、
帰
国
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
の
経
営
責
任
者
や
私
学
団
体
の
要
職
に
つ
き
、

わ
が
国
の
大
学
行
政
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。
本
学
の
工
学

部
開
設
に
あ
た
り
、
久
井
は
旅
行
の
最
中
、
そ
う
し
た
人
た
ち

か
ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
、
学
部
創
設
の
参
考
に
し
て
い

る
。

 小型パネル「専務理事に就任」
「山上の垂訓」
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【
写
真
】
ア
メ
リ
カ
大
学
行
政
視
察
に
出
発
す
る
久
井

【
写
真
】
視
察
団
の
一
行

　

パ
ネ
ル
2
「
私
立
大
学
の
国
庫
補
助
促
進
」

　
﹇
解
説
﹈

　

昭
和
二
十
年
代
後
半
以
降
、
国
の
文
教
政
策
は
国
立
大
学
重

視
の
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
国
立
と
私
立
と
の
国
庫
補
助
に
は

格
差
が
あ
っ
た
。
私
立
大
学
財
政
の
窮
状
に
よ
る
教
育
・
研
究

の
危
機
を
憂
慮
し
て
、
全
関
西
私
立
大
学
国
庫
補
助
促
進
同
盟

が
結
成
さ
れ
、
久
井
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
九
月
、

議
長
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
粘
り
強
く
人
件
費
に
対
す
る
助
成

を
要
求
し
た
結
果
、
昭
和
四
十
五
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
。

久
井
が
私
立
大
学
へ
の
国
庫
助
成
の
道
を
拓
い
た
と
言
え
よ
う
。

【
写
真
】
全
関
西
私
立
大
学
国
庫
補
助
促
進
同
盟
の
議
長
と
し
て

　

パ
ネ
ル
3
「
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
て
」

　
﹇
解
説
﹈

　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
十
一
月
二
日
、
全
国
各
地
や

韓
国
、
台
湾
か
ら
の
校
友
と
そ
の
家
族
な
ど
一
三
、
〇
〇
〇
人

の
参
加
者
を
迎
え
、
澄
み
き
っ
た
秋
天
の
も
と
、
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
久
井
は
式
辞
の
中
で
関
西
大

学
一
〇
〇
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
の
日
を
未
来
永
劫
へ
の

厳
粛
な
接
点
と
位
置
づ
け
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
大
学
の

使
命
を
果
た
す
決
意
を
披
瀝
し
た
。
久
井
の
力
強
い
こ
と
ば
は

参
列
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

【
写
真
】
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
で
式
辞
を
述
べ
る
久
井

　

パ
ネ
ル
4
「
私
学
教
育
貢
献
の
集
大
成
」

　
﹇
解
説
﹈

　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
十
一
月
三
日
、
久
井
は
長
年

小型パネル「海外主要大学視察旅行」
「創立100周年を迎えて」
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に
わ
た
る
私
学
教
育
へ
の
貢
献
に
よ
り
、
秋
の
叙
勲
で
勲
二
等

旭
日
重
光
章
を
受
け
た
。
皇
居
で
の
授
与
式
で
、
久
井
は
受
章

者
を
代
表
し
て
天
皇
陛
下
に
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。
久
井

に
と
っ
て
、
こ
の
日
は
人
生
最
良
の
日
で
あ
っ
た
。

【
写
真
】
勲
二
等
旭
日
重
光
章
を
受
け
た
久
井

　

パ
ネ
ル
5
「
総
合
情
報
学
部
の
開
設
に
向
け
て
」

　
﹇
解
説
﹈

　

第
二
世
紀
の
関
大
作
り
に
取
り
か
か
っ
た
久
井
に
は
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
の
造
成
や
新
学
部
の
設
置
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題

が
あ
っ
た
。
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
造
成
は
平
成
三
年
（
一
九
九

一
）
に
完
了
し
、
同
年
三
月
二
十
五
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
総
合
情
報
学
部
開
設
の
た
め
の
施
設
が
順
次
作
ら
れ

た
。
同
年
七
月
二
日
に
挙
行
さ
れ
た
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
高
岳
館
」
の
地
鎮
祭
で
も
、
い
つ
も
ど
お
り

久
井
は
大
き
な
声
で
鍬
入
れ
を
行
っ
た
。

【
写
真
】
高
槻
校
地
造
成
工
事
竣
工
式
で
挨
拶
す
る
久
井

【
写
真
】
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
高
岳
館
」

　

小
型
写
真
パ
ネ
ル
の
内
容
説
明
は
以
上
で
あ
る
が
、
簡
文
館
耐

震
補
強
工
事
実
施
後
、
写
真
パ
ネ
ル
展
示
台
を
一
面
あ
た
り
上
下

二
枚
の
パ
ネ
ル
が
展
示
で
き
る
ロ
の
字
型
に
変
え
、
そ
れ
を
二
基

設
置
す
る
よ
う
変
更
し
た
た
め
、
パ
ネ
ル
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
そ
れ

に
合
わ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
パ
ネ
ル
を
二
枚
割
愛
し
、
十
六
枚
の

写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
割
愛
し
た
二
枚
は
、

「
エ
リ
ー
ト
官
僚
と
し
て
」
の
中
の
パ
ネ
ル
4
「
転
勤
族
」
と
「
大

学
経
営
の
ト
ッ
プ
と
し
て
」
の
中
の
パ
ネ
ル
2
「
私
立
大
学
の
国

庫
補
助
促
進
」
の
二
枚
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
展
示
ケ
ー
ス
内
に
は
久
井
忠
雄
を
し
の
ぶ
次
の
品
を

展
示
し
た
。

小型パネル
「私学教育貢献の集大成」

「総合情報学部の開設に向けて」
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①　

顔
写
真　

久
井
忠
雄

②　

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
ほ
か
で
着
用
し
た
モ
ー
ニ
ン
グ

③　

愛
用
の
ゴ
ル
フ
用
品
と
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

　
﹇
解
説
﹈

　

久
井
は
運
動
神
経
が
よ
く
、
ひ
と
と
お
り
の
ス
ポ
ー
ツ
を
こ

な
し
た
。
ゴ
ル
フ
も
趣
味
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

④　

愛
用
の
め
が
ね

　
﹇
解
説
﹈

　

剃
髪
と
縁
の
太
い
め
が
ね
は
、
久
井
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で

あ
っ
た
。

⑤ 　
『
目
を
は
な
す
な　

手
を
は
な
せ
』『
家
庭
こ
そ
礎
』（
抜
き
刷

り
）

　
﹇
解
説
﹈

　

久
井
は
、
教
育
後
援
会
総
会
の
挨
拶
な
ど
で
、
た
く
さ
ん
の

父
母
を
前
に
、
親
子
の
対
話
が
必
要
な
こ
と
や
、
家
庭
教
育
の

大
切
さ
を
「
目
を
は
な
す
な　

手
を
は
な
せ
」「
家
庭
こ
そ
礎
」

と
い
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
端
的
に
表
わ
し
て
説
い
た
。

流
行
歌
の
歌
詞
や
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
子
ど
も
た
ち
が

作
っ
た
川
柳
・
俳
句
な
ど
を
巧
み
に
盛
り
込
み
、
ユ
ー
モ
ア
あ

愛用のめがね、「目をはなすな　手をはなせ」「家庭こそ礎」（抜き刷り）
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ふ
れ
る
口
調
で
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
久
井
の
話
が
聞
き
た
く
て

毎
年
総
会
に
参
加
す
る
父
母
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

⑥　

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
寄
付
者
芳
名
録

⑦　

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
・
行
事
記
録

四　

企
画
展
を
終
え
て

　

久
井
忠
雄
が
亡
く
な
っ
て
二
十
年
が
経
つ
が
、
今
な
お
、
そ
の

人
柄
と
活
躍
ぶ
り
を
記
憶
し
て
い
る
人
は
多
い
。
そ
れ
だ
け
関
西

大
学
の
歴
史
に
残
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

毎
春
、
新
入
学
生
へ
の
導
入
教
育
や
自
校
教
育
の
一
環
と
し
て
、

年
史
資
料
展
示
室
の
見
学
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
展
示
室
に
来
た

学
生
の
中
に
は
、
名
神
高
速
道
路
問
題
や
工
学
部
・
社
会
学
部
の

開
設
な
ど
、
久
井
忠
雄
が
今
に
残
し
た
業
績
に
興
味
を
示
し
た
人

も
い
た
。

　

見
学
に
来
た
あ
る
教
授
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
を
話
し
て
く
れ

た
。
そ
の
教
授
が
久
井
理
事
長
に
面
談
の
約
束
を
申
し
出
た
時
、

「
そ
れ
で
は
早
朝
七
時
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
当
日

は
久
井
自
ら
関
西
大
学
会
館
の
玄
関
で
出
迎
え
た
そ
う
で
あ
る
。

面
談
内
容
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
、
人
目
に
付
か
な
い
時
間
帯
を

指
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

久
井
の
気
配
り
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

久
井
忠
雄
に
ま
つ
わ
る
逸
話
に
は
切
り
が
な
く
、
平
成
五
年
（
一

九
九
三
）
八
月
発
行
の
『
回
想　

久
井
忠
雄
先
生
』
や
平
成
十
八

年
（
二
〇
〇
六
）
五
月
発
行
の
『
久
井
忠
雄
先
生
生
誕
一
〇
〇
年　

永
遠
の
人
』
な
ど
に
も
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
本
学
が
取
り
巻
く
環
境
に
対
応
し
、
創

立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
事
業
を
成

功
さ
せ
た
久
井
の
業
績
だ
け
で
な
く
、
人
と
な
り
も
紹
介
し
た
。

一
二
五
年
に
及
ぶ
関
西
大
学
の
歴
史
の
中
で
、
在
職
二
十
八
年
間

と
い
う
最
長
不
倒
の
理
事
長
の
足
跡
は
、
戦
後
の
復
興
期
か
ら
飛

躍
期
、
さ
ら
に
は
拡
充
期
へ
と
続
く
大
学
の
事
跡
と
と
も
に
、
今

後
も
長
く
語
り
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。


